
西粟倉村

地方創生としての取組
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岡山県西粟倉村

村長 青木秀樹
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・場所：岡山県北東端
（南北7km 南東14km） 

・人口1,267人/590世帯
（高齢化率38.3%(R8.3)

・平成の大合併を拒否
2013年 環境モデル都市
2014年 バイオマス産業都市
2019年 SDGs未来都市
2022年 脱炭素先行地域
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◼ 「百年の森林に囲まれ
た上質な田舎」

◼ 衰退する一次産業に
フォーカス

◼ 自治体のチャレンジ

自治体（西粟倉村）
◼ 森林施業（補助事業）

民間（ローカルベンチャー事業）

◼ 林業6次化
◼ 付加価値の添加

＋
◼ 共感
◼ 共有
◼ 発信力
◼ 見える化

・優良材育成
・雇用･経済循環
・安全・環境に優しい

2009年 2058年

も りシンボルプロジェクト

①2009年～ 百年の森林事業
川上

川下

自治体（西粟倉村）
◼ 再エネ導入事業

川中
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②西粟倉村の低炭素な地域づくりの歩み

2009年

「百年の森林事業」開始

2013年

小水力発電
「めぐみ」
リプレイス
開始

2010年

「環境モデル都市」に選定

小水力発電
「めぐみ」
290kW

運転開始

2014年

「バイオマス産業都市」に選定

黄金泉
薪ボイラ
340kW

整備

201６年2015年

元湯
薪ボイラ
75kW

整備

あわくら荘
薪ボイラ
270kW

整備

2017年

地域熱供給
システム
整備開始

2019年

「ＳDGs未来都市（モデル事業都市）」に選定

2020年 2022年

「脱炭素先行地域」に選定

2021年

小型バイオマス
発電整備終了

地域脱炭素移行・再エネ
推進交付金事業着手

2023年

西粟倉百年の森林でんき（株）
設立

地域熱供給
システム
整備終了

小水力発電
「みおり」
199kW

運転開始

小水力発電
「みおり」
建設開始

あわくら水力発電（株）設立

ローカルベンチャースクール TAKIBIプログラム

マイクロ水力発電
5kW運転開始

電力PPA事業
公共施設6か所へ地中熱整備
小水力発電（49kW）整備
断熱工事
エネルギーマネジメントシステム

太陽光発電5ヵ所整備

2026年生物多様性
戦略へ
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木材加工事業

熱エネルギー事業

多様なLVの出現

８億円

２２億円
新規雇用創出
２２８人

ローカルベンチャーとは、「自分の視点を持ち、見落とされていた地域ある宝物を上手に発見して仕

事をつくる。」起業のことで、これまでに６２社が起業しています。

これからは、企業との連携による地域課題解決型事業創出が
有効な手法となる。

③ローカルベンチャースクールによる起業支援
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ローカル研究所
デザイン事業

飲食・宿事業

福祉事業

教育事業

林業事業
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④TAKIBIプログラムによる企業の設立
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年度 テーマ 招聘企業 プログラムでの内容 現在の状況

R3

観光の活性
化

ワンテーブル
カヤック

滞在型観光・新宿泊施設・お土産の
内製化・スキー場の再整備

百年の森のホテル“栞”整備
大茅スキー場再整備

高齢者の生
涯現役

夢古道おわせ
うきはの宝
EDING:POSTinc.

ばあちゃん食堂・困りごと売買
（HELPストア）・情報発信

企業研修などと合わせた事業
開発

R4

電力会社
三ツ輪HD
パンソニックエナジー
テクノ矢崎

新電力会社の設立可能性
村産電力の地域利用

㈱百年の森林でんきの起業

在宅医療
医療法人社団悠翔会
村内事業者

村で暮らし続けるための健康と医療
保健福祉課で検討
健康福祉分野で健康づくりの
事業化分野を模索検討

R5

生物多様性

日本電気株式会社
国際社会経済研究所
竹中工務店
JR西日本

西粟倉村にとっての生物多様性とは
生物多様性戦略の先進モデル地域へ

一般財団法人ネイチャープレ
ナー・ジャパンの設立

住宅不足

大和ハウス工業
大和リース
ロイヤルホームセンター
ソマノベース

西粟倉村の住宅問題共有
森を育てるまちづくりの提案 空き家流通の仕組みづくり
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それぞれの専門性をもつ企業や研究機関・金融などと協働し、PDCAサイクルを回す
プロジェクト「TAKIBIプログラム」を実施



健康・医療・介護・
教育データ

運行情報・
エネルギー消費量

電力量
施業面積・

素材供給量等

木質バイオマス

ZEH・断熱化

ZEB/ZEH・
断熱化

高効率機器
買い替え促進

地中熱利用
（冷暖房）データPF

誕生から最後までデー
タを蓄積し、分析に基
づいた健康管理及び
適正な医療・福祉・教
育サービスを推進

健康に生きる 便利に生きる 安心して生きる

データPFと連携し
たMaaSの展開に
より、誰一人取り
残されない移動手
段を提供

EVや蓄電池の導
入推進により、災
害時でも安定した
電力・エネルギーを
確保

自然豊かな「百年の
森林」を再構築し、脱
炭素や生物多様性
保全に最適となるよう、
森林価値を最大化

自然豊かに生きる

屋根置き太陽光
+蓄電池

再エネ電力

供給
熱供給

小水力

小水力

電力
売却

エネルギー
消費/供給量

乾燥バークの活用
による循環社会推進

CO2吸収・
固定化

カーボンニュートラルに向けた取組推進により、更に上質な田舎へ

村民参加型
太陽光

住宅の断熱化や太陽光発電の整備

上記設備の導入により
電力消費に伴うCO2

排出ゼロ

エネルギー
消費/供給量

情報の流れ

エネルギーの流れ

地域新電力
百森でんき㈱

既存の村内再エネ発電・エネルギー施設

電力
売却

PPA導入による
発電設備設置

百年の森林

SDGs未来都市計画

屋根置き太陽光
+蓄電池

F

E

B

H

A

A C

D F

II

G
子育て施設・学校・福祉施設の断熱
化や太陽光発電・再エネ施設の整備

森林整備による木材・水の活用

⑤2050“生きるを楽しむ”むらまるごと脱炭素先行地域
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経済

環境

雇用

森林

⮚総生産額8億円から22億円に増加
⮚新規事業創出62件
⮚エネルギー収入： 水力発電 １２０，０００千円

百森でんき(株)１０，０００千円
バイオマス ２９，０００千円

⮚C材未利用材収入：１，６００ｔ １０，４００千円
⮚林業・木材加工事業売上： １億円→１３億円

⮚森林の年間二酸化炭素固定量：３４，０００t‐CO²
⮚年間二酸化炭素削減量：４，４００t-CＯ²
⮚Jクレジット創出量：２５，０００ｔ

現在までの販売額1億５千万円

⮚新規雇用創出数：230人
⮚林業・木材加工関連事業新規就業者数：110人増
⮚木質バイオマスエネルギー事業新規就業者数：4人
⮚地域電力（PPA事業）就業者数２人

⮚森林の集約化面積：２，９６４ヘクタール
⮚国内初となる森林商事信託
⮚２００９年からの整備面積 約2,150ヘクタール
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⑥地域資本を活用した価値向上による社会・経済効果
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① 電力に偏らず熱利用への本格的な支援が必要

② 広域連携を前提とした仕組みづくりが必要
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⑦最後に…
これまでの事業を通じた現場からの提案

現状の課題

➢国産技術を活かした林業機械やバイオマス発電・エネル
ギーシステムが積極的に開発されていない。

➢熱利用に対する支援がまだまだ弱い
➢事業導入や運営手続きが複雑で人員が不足している。
➢小規模自治体単独ではサプライチェーンの構築が困難

今後に向けての提案
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